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区　　分
中項目 小項目

書　物　名
表　　題 副　　題

巻
数

シリーズ
名　　称 明細

発行者
発行年月日

西暦 元号 年 月 日
備　　　　考

親鸞 人と思想 CenturyBooks 8清水書院 1970昭和 450415
邪馬台国はなかった 朝日新聞社 1971昭和 461115
失われた九州王朝 朝日新聞社 1973昭和 480808
盗まれた神話 記・紀の秘密 朝日新聞社 1975昭和 500205
親鸞思想 その史料批判 富山房 1975昭和 500515
邪馬壹国の論理 古代に真実を求めて 朝日新聞社 1975昭和 501030

わたしの親鸞 デンケン・ブックス Ⅰ
山陽教区伝研
の会

1977昭和 520110

邪馬一国への道標 講談社 1978昭和 530518
わたしひとりの親鸞 毎日新聞社 1978昭和 530705
ここに古代王朝ありき 邪馬一国の考古学 朝日新聞社 1979昭和 540610
関東に大王あり 稲荷山鉄剣の密室 創世記 1979昭和 541105
邪馬一国の証明 角川文庫 4675角川書店 1980昭和 551020

邪馬壹国の方法 上 駸々堂出版 1983昭和 580325
多元的古代の成立

邪馬壹国の展開 下 駸々堂出版 1983昭和 580420
よみがえる九州王朝 幻の筑紫舞 角川選書 40角川書店 1983昭和 580620
邪馬一国の挑戦 トクマブックス 387徳間書店 1983昭和 580831

『風土記』にいた卑弥呼 Ⅰ 朝日新聞社 1984昭和 591120
日本列島の大王たち Ⅱ 朝日新聞社 1985昭和 600210古代は輝いていた
法隆寺の中の九州王朝 Ⅲ 朝日新聞社 1985昭和 600405

古代史を疑う 駸々堂出版 1985昭和 601021
古代の霧の中から 出雲王朝から九州王朝へ 徳間書店 1985昭和 601130
よみがえる卑弥呼 日本国はいつ始まったか 駸々堂出版 1987昭和 621020
倭人伝を徹底して読む 朝日ｶﾙﾁｬーﾌ゙ｯｸｽ 76大阪書籍 1987昭和 621120
まぼろしの祝詞誕生 古代史の実像を追う 新泉社 1988昭和 630515
古代は沈黙せず 駸々堂出版 1988昭和 630610

吉野ケ里の秘密
解明された「倭人伝」の
世界

ｶｯﾊ゚･ﾌ゙ｯｸｽ 1-99光文社 1989平成 010630

九州の真実－６０の証言 遙かなる歴史を訪ねて かたりべ文庫 1990平成 020211
復刻版：『古代
史６０の証言』

真実の東北王朝 駸々堂出版 1990平成 020619
「君が代」は九州王朝の讃
歌

市民の古代－別巻 ２ 新泉社 1990平成 020710

日本古代新史 増補、邪馬一国の挑戦 新泉社 1991平成 030420
九州王朝の歴史学 多元的世界への出発 駸々堂出版 1991平成 030618
古代史をひらく 独創の１３の扉 原書房 1992平成 040925
すべての日本国民に捧ぐ 古代史・日本国の真実 新泉社 1992平成 041201
古代史をゆるがす 真実への７つの鍵 原書房 1993平成 051130
人麿の運命 原書房 1994平成 060303

古代通史
古田武彦の物語る古代世
界

原書房 1994平成 061020

神の運命 歴史の導くところへ 明石書店 1996平成 080930

失われた日本
「古代史」以来の封印を
解く

原書房 1998平成 100219

古代史の未来 明石書店 1998平成 100227
「君が代」を深く考える 日本の秘密 五月書房 2000平成 120128
古代史の十字路 万葉批判 東洋書林 2001平成 130420
壬申大乱 東洋書林 2001平成 131025

親鸞 人と思想
古田武彦著作集
(親鸞・思想史研究編)

Ⅰ 明石書店 2002平成 140730

自著

「姥捨て伝説」はなかった 旅は道連れ夜は歴史 古代史夜話シリーズ ① 新風書房 2002平成 140730

古代航海と日本海文明
富山県市民大学叢書閉校
記念講演

富山市教育委
員会

1995平成 070220

自著

講演録
学問の未来 歴史学と自然科学との間 新泉社 1996平成 080321

真宗史の研究 永田文昌堂 1966昭和 411210
宮崎博士還暦記
念論集

古代・中世の社会と思想 九つの問い
家永三郎教授東京教育
大学退官記念論集

Ⅰ 三省堂 1979昭和 540630
家永三郎教授東
京教育大学退官
記念論集

日本の社会と宗教 同朋舎出版 1981昭和 560222
千葉乗隆博士還
暦記念論集

記念論集

日本の宗教と文化 同朋舎出版 1989平成 011130
平松令三先生古
稀記念論集

古代史の宝庫 朝日新聞社 1977昭和 521220
続・邪馬台国のすべて ゼミナール 朝日新聞社 1977昭和 520403

現代の危機と親鸞
真宗大谷派難
波別院

1980昭和 550310

続・親鸞を語る 三省堂選書 74三省堂 1980昭和 550625

親鸞 思想読本 法蔵館 1982昭和 570430
『親鸞』清水書
院刊から転載

親鸞のすべて 新人物往来社 1984昭和 590925
親鸞 河出人物読本 河出書房新社 1985昭和 600130
古代王権と氏族 古代史論集 ２ 名著出版 1988昭和 630830
親鸞聖人伝絵 真宗重宝聚英 ５ 同朋舎出版 1989平成 010228
聖徳太子論争 市民の古代－別巻 １ 新泉社 1989平成 011001
「君が代」、うずまく源流 市民の古代－別巻 ３ 新泉社 1991平成 030605
法隆寺論争 市民の古代－別巻 ４ 新泉社 1993平成 050525
天皇学事始め 論創社 1990平成 020220
津軽が切りひらく古代 東北王朝と歴史への旅 新泉社 1991平成 030801
神武歌謡は生きかえった 古代史の新局面 新泉社 1992平成 040625

共著

共著

古代史徹底論争
「邪馬台国」シンポジゥ
ム以後

駸々堂出版 1993平成 050120
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天皇陵を発掘せよ
大古墳の研究はなぜ必要
か

三一新書 950三一書房 1993平成 050215

古代史の「ゆがみ」を正す
「短里」でよみがえる古
典

新泉社 1994平成 060405

日本書紀を批判する 記紀成立の真相 新泉社 1994平成 061001

九州王朝の論理
「日出ずる処の天子」の
地

明石書店 2000平成 120520

共著

東日流［内・外］三郡誌
ついに出現、幻の寛政原
本

オンブック 2008平成 200630

講演録
「武蔵埼玉稲荷山古墳出土
品」国宝指定記念講演会の
記録

埼玉県立さき
たま資料館

1984昭和 590331

銅剣３５８本銅鐸６個銅矛
１６本の謎に迫る

島根県簸川町 1986昭和 610301

邪馬壹国から九州王朝へ 新泉社 1987昭和 621001
倭国の源流と九州王朝 新泉社 1990平成 021120

言語、行路・里程編 １ 新泉社 1992平成 040625
考古学他編 ２ 新泉社 1992平成 041015「邪馬台国」徹底論争
信州の古代学他編 ３ 新泉社 1993平成 050410

シンポジ
ウム

海の古代史 黒潮と魏志倭人伝の真実 原書房 1993平成 051014

古代東国の原像 金井塚良一対談集 新人物往来社 1989平成 010301
古田武彦×金井
塚良一

対談録
天皇陵の真相 永遠の時間のなかで 三一新書 750三一書房 1994平成 060715

古田武彦×住井
すえ、山田宗睦

共著

座談会録 邪馬台国の謎 古代史探検 Ⅰ 汐文社 1976昭和 510710

調査報
告

－ 足摺岬周辺の巨石遺構
土佐清水市文化財調査報
告書

土佐清水市教
育委員会

1996平成 080331

訳著 － 倭人も太平洋を渡った 創世記 1977昭和 520630

親鸞と被差別民衆 明石書店 1994平成 061110河田光夫著
序文

蘇我王国論 新泉社 1997平成 091031山崎仁礼男著
記紀の研究 舎人親王の世界 近代文芸社 1997平成 090211中村勉著

解説
中国から見た日本の古代 新しい古代を探る

ミネルヴァ書
房

2003平成 151130
沈　仁安著、訳
藤田友治外１名

好太王碑論争の解明 ″改ざん″説を否定する 新泉社 1986昭和 610920藤田友治著
解説にか
えて 韓半島からきた倭国

古代加耶族が建てた九州
王朝

新泉社 1990平成 020320
李　鐘恒著、訳
兼川　晋

特別寄稿
〔国生み神話の〕伊予之二
名洲考

風早歴史文化
研究会

2002平成 140731

合田洋一著
風早歴史文化研
究会二十五周年
記念出版

九州古代史の謎 海鳥社 1995平成 070320荒金卓也著

他著

著者と対
談 『三国志』と九州王朝 古田史学の批判的考察 新泉社 1997平成 090225吉田尭躬著

月報 「日本思想体系」月報 12 岩波書店 1971昭和 4604
日本思想体系第
11巻附録

月報
別報 「東日流外三郡誌」別報 2 八幡書店 1989平成 0106

東日流外三郡誌
第２巻附録

※　新泉社から発行されている「新装版」を除く。
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